はしがき
ここに平成２８年版（第３８回）大分市統計年鑑を刊行いたします。

この統計書は、本市の人口、経済、社会、文化などの各分野にわたって基本的な統計資料を総合的に収録したものです。

編集にあたっては、利用者の便宜を図るため「見やすい形、使いやすい形」に編集することを主眼として資料の整備をいたしました。各方面に参考資料として広くご活用いただければ幸いです。

今後とも各位のご協力をいただいて、よりよい統計書となるよう務めたいと存じます。

おわりに、本書の編さんにあたって貴重な資料の提供、その他格別のご協力をいただきました関係機関に対しまして、心から感謝申し上げますと共に今後ともご指導、ご協力を賜りますようお願いいたします。

平成２９年３月

大分市総務部総務課
凡　　例
１．この統計書の内容は、平成２７年、２８年、または平成２７年度、２８年度の各種資料を中心に収録しましたが、比較対照の便を考慮し、以前の資料も掲載しています。

２．統計表中「年」は１月から１２月までの暦年、「年度」は４月から翌年３月までの会計年度であり、「何月何日」とあるものは、その期日現在の事実を示しています。

３．原則として、平成１６年以前の数値については旧佐賀関町・旧野津原町分を含んでいませんが、平成１７年以降（平成１７年１月１日合併）のものについては、旧佐賀関町・旧野津原町分を含めた数値を掲載しています。例外的なものについては、脚注に表記してあります。

４．資料は主に市内の官公庁、民間団体ならびに庁内各局部課からの報告によるもの、または当課において直接調査収集したものです。なお資料の出所名は各表の下部に掲げています。

５．各統計表の一般的な説明（用語の説明および資料の範囲など）は各表の頭注もしくは脚注に、また数値の単位は原則として各表の右上に掲げています。

６．統計表のほとんどすべてが、大分市を区域とするものですから、各表の区域表示は省略し、例外的なものについては脚注で表章区域を示しています。

７．統計表中総数と内容が一致しない場合がありますが、これは数字の単位未満について四捨五入または切り捨てたためです。

８．統計表中の符号の用い方は次のとおりです。

「０」・・・・・・単位未満（単位に満たないもの）

「－」・・・・・・皆無（零または該当数字がないもの）

「…」・・・・・・不詳（資料がないか不明なもの）

「Ｘ」・・・・・・発表をさしひかえたもの

「ｒ」・・・・・・平成２７年版の数字を訂正したもの

「△」・・・・・・減少またはマイナス

９．利用にあたって、さらに詳細な内容を必要とするとき、または疑義がある場合は、本市総務部総務課統計調査担当班、または注記した資料出所へ照会してください。

